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要旨：長野県辰野町の依頼により，2023 年 3 月 18 日（土）に，住民の方に「土砂災害・防災に

関する正しい知識を得て，正しく恐れる準備をするきっかけになること」を目的に防災勉強会を

開催した．防災勉強会では，辰野町での住民参加型の防災マップの作成，横川川周辺での深層崩

壊の研究などを基に「 1 章　辰野町の土砂災害特性」，「 2 章　辰野町で作成中の住民参加型の防

災マップ」，「 3 章　横川川の深層崩壊危険斜面」，「 4 章　土砂災害から身を守る方法」の 4 つの

内容を講演した．防災勉強会の参加者は想定以上の 59 名であり，勉強会後の質疑も活発である

ことから住民の方の防災意識の高さを感じた．

キーワード：防災勉強会，土砂災害，長野県，辰野町

Abstract: At the request of Tatsuno Town, Nagano Prefecture, on Saturday, March 18, 2023, a disaster 
prevention study group was held for residents with the aim of “gaining accurate knowledge about 
landslides and disaster prevention, and preparing to properly fear them.” At the study session, the lectures 
were based on the creation of a disaster prevention map in Tatsuno Town with resident participation and 
research on deep-seated landslides around the Yokokawa River. The content of the lecture was divided 
into four parts: “Chapter 1: Landslide Characteristics of Tatsuno Town,” “Chapter 2: Disaster Prevention 
Map with Resident Participation,” “Chapter 3: Slopes at Risk of Deep-seated Landslides at Yokokawa 
River,” and “Chapter 4: How to Protect Yourself from Landslides.” The number of participants in the 
disaster prevention study session was 59, which exceeded our expectations, and the lively Q&A session 
after the study session showed that the residents had a strong awareness of disaster prevention.
Keywords: disaster prevention study group, landslides, Tatsuno Town, Nagano Prefecture 
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1. はじめに

急峻な山地沿いに集落が位置する長野県辰野

町では，住民の土砂災害に対する理解促進および

防災意識の向上を図ることを目的に，平成 27 年

度から住民参加型の防災マップを作成している

（松澤ほか，2021，松澤ほか，2022）．辰野町は，

17 の地区からなり，2023 年 3 月までに 8 地区の
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図 1　長野県辰野町で防災マップを作成した地区（2023 年 3月末時点）．背景図は国土地理院地図，市町村境界は

政府統計の総合窓口（2020）を使用した．＊地区名の下の括弧内の数字は，防災マップを作成した年度

2. 防災勉強会の内容

辰野町では，「平成 18 年 7 月豪雨」「令和 3 年

8 月の大雨」など，大きな災害が発生しているた

め，被害を軽減し，災害を乗り切るためには，災

害・防災に関する正しい知識を得て，正しく恐れ

ることが重要との認識を持っていた．このような

背景の中，「住民の皆さんと災害・防災への知識

を得るための勉強会」が計画され，筆者に依頼が

きた．防災に関する勉強会は，当初，講習会とい

う形での開催を検討していたが，辰野町役場職員

防災マップが作成され，今年は，下辰野地区で防

災マップを作成している（図 1）．筆者は，平成

27 年度の防災マップの作成から全てのマップ作

成作業に携わってきたため，今回，辰野町から土

砂災害に関する勉強会（以下，防災勉強会）の講

師の依頼をいただいた．防災勉強会では，「 1 章　

辰野町の土砂災害特性」，「 2 章　辰野町で作成中

の住民参加型の防災マップ」，「 3 章　横川川の深

層崩壊危険斜面」，「 4 章　土砂災害から身を守る

方法」の 4 つの内容を講演した．本論では，防災

勉強会の内容について報告する．
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図 3　防災勉強会の状況．

の方から，講習会という名前では堅苦しく

なるため，一般の方が参加しやすい勉強会

という名目での開催となった．防災勉強会

の告知は，辰野町の公式 LINE，地区の回

覧板，たつの新聞（図 2）で行った．特に

たつの新聞は，地域での普及率（発行部数

/ 世帯数）が 2021 年時点で 70.8％（信州・

市民新聞グループ（2023））に達している

ため，広告効果が大きかったと思われる．

防災勉強会は，2023 年 3 月 18 日（土）

午後 1 時から 3 時半にかけて辰野町役場

の大会議室で開催された（図 3）．初めに

筆者が「辰野町の地形・地質から考える土

砂災害と知る防災」というタイトルで 90

分間の講演を行った．その後，辰野町在住

で町防災総合コーディネーターの有賀元栄

氏が「災害時のトイレ対策（事前準備の

大切さ）」を講演された．辰野町役場では，

30 人～ 40 人程度の参加者と想定していた

が，勉強会という名前に変更したのが功を

奏したのか，50 名を超える参加者が集ま

り，追加で椅子を設置するなどの準備に追

われた．防災勉強会で講演した概要を以下

に示す．

1 章　辰野町の土砂災害特性

辰野町は，南部を除き三方向を山に囲まれて

おり，集落は山麓に発達していることから土砂災

害の危険性が高いことを説明した後，辰野町で発

生した土砂災害（1963 年川島地区，2006 年中村

地区・小横川地区）を説明した．その後，土砂災

害の素因となる地質特徴について説明した（図

4）．辰野町の大部分は，付加帯である美濃帯が分

布しており，付加帯では深層崩壊が発生しやすい

こと，実際に詳細な地形解析を行った結果，辰野

図 2　防災勉強会の案内が掲載された新聞記事

（たつの新聞，2023 年 3月 7日一面）．
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指定した「レッドゾーン」，「イエローゾーン」に

基づき，防災マップを作成しており，辰野町が公

開している既存の防災マップを説明した．その後，

この防災マップの問題点として，①崩壊発生源の

記載がない，②危険箇所を見落としている可能性

がある，③深層崩壊は対象外，④避難経路が明示

されていない　の 4 点を説明した．この問題点を

解決するため，辰野町では，①町内全域の土砂災

害特性の把握（表層崩壊，深層崩壊，地すべり），

②住民参加型の防災マップ作成　に取り組んでい

ることを報告し，作成した住民参加型の防災マッ

プの特徴と事例について説明した．辰野町で作成

中の住民参加型の防災マップについては，松澤ほ

か（2021）にまとめているため，興味がある方

は参照いただきたい．

町内に 29 か所の深層崩壊危険斜面があることを

説明した．辰野町の北東部に位置する塩嶺累層は，

2006 年に岡谷地区で土石流が多発した地域に分

布する地質と同じであり，埋没谷（昔の谷地形を

ロームが覆う）での崩壊が発生しやすいこと（松

澤ほか，2024）を説明した．

2章　辰野町で作成中の住民参加型の防災マップ

土砂災害には，主に「急傾斜地の崩壊」，「土

石流」，「地すべり」の 3 つの種類があること，こ

れらについて，都道府県は，現地調査を行い土砂

災害の危険性が特に高い箇所を「土砂災害特別警

戒区域（レッドゾーン）」，高い箇所を「土砂災害

警戒区域（イエローゾーン）」として指定してい

ることを説明した．また，市町村は，都道府県が

図 4　辰野町の地質区分と近年，土砂災害が発生した箇所（松澤ほか，2022 に加筆）．
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3 章　横川川の深層崩壊危険斜面

横川川が流れる川島地区では，2019 年に住民

参加型の防災マップを作成しており，その際に

深層崩壊危険斜面が複数分布することに気づき，

2021 年から本格的な調査を開始した．本章では，

横川川沿いにある深層崩壊の危険性が高い重力変

形斜面は，付加体ユニット境界付近かつ泥岩優勢

の層準に発達する最大幅 300m の断層帯付近に

集中していること（松澤・木村，2022），深層崩

壊の危険性が高い 2 斜面では，住民の方の同意を

得て，傾斜計による観測を実施中であることを報

告した．横川川での深層崩壊危険斜面の調査は，

信濃毎日新聞（2022 年 10 月 19 日，2022 年 12

月 15 日），たつの新聞（2022 年 11 月 19 日（図

5），2022 年 12 月 13 日（図 6））に掲載された．

信濃毎日新聞（2022 年 10 月 19 日），たつの新聞

（2022 年 11 月 19 日）を見た地元の方から筆者に

問合せがあったことから，深層崩壊危険斜面での

傾斜計の観測を開始することができた．このこと

から，新聞記事への掲載が地元の方への研究成果

のアウトリーチに重要だと感じた．

4 章　土砂災害から身を守る方法

本章では，日本応用地質学会の災害地質研究

部会のメンバーと執筆した「土砂災害の疑問 55

（一般社団法人日本応用地質学会　災害地質研究

部会，2022）」から，「Section 土砂災害から身を

守る方法」を中心に，住民の方に身近で役立つ知

識として下記の 5 つの質問を説明した．土砂災害

の疑問 55 は，辰野町図書館にも所蔵されている

ため，興味がある方は，是非，拝見いただきたい．

【防災勉強会で受けた質問】  ＊括弧内の番号は，

「土砂災害の疑問 55」の質問番号

Q1（38） 前兆現象を知るための方法はありま

すか？

Q2（40） 土砂災害が起きたらどうすればいい

のですか？

Q3（46） ハザードマップを利用して避難場所，

経路を確認するためにはどうすれば

いいのですか？

Q4（48） 土砂災害警戒区域の外でも油断は禁

物ですか？

Q5（53） 知っておきたいサービス，ウェブサ
図 5　横川川の深層崩壊の危険性が掲載された新聞

記事（たつの新聞，2022 年 11月 19日一面）．
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りますか？

解答： 今回説明した横川川で確認された地層の

境界は，プレート境界ではなく，もっと

小規模の境界となるため，プレート境界

ではありません．また，この境界に形成

されている横川断層（仮）は，地形に変

動した形跡が認められないことから活

断層とは考えていません．そのため，横

川断層（仮）の活動により地震が発生す

る可能性は低いと想定しています．

質問③： 表層崩壊と深層崩壊の違いを教えてくだ

さい．

解答： 表層崩壊と深層崩壊は，地表面からの深

さで分けているように感じられるかと

思いますが，明確な深さの基準はありま

せん．表層崩壊は主に表層の数 m の土

層が崩れるものです．深層崩壊は深部の

岩盤も含めて崩れるもので，深さが数

10m に及ぶものもあります．

イトは何がありますか？

3. 防災勉強会での質問内容

防災勉強会では，多くの質問が出たが，主な

質問と回答を以下に示す．専門的な質問も幾つか

いただき，辰野町の住民の方の防災意識の高さを

感じた．

質問①： 深層崩壊は，どの程度の大雨で危険にな

りますか？　また，地震の場合は，どう

でしょうか？

解答： 深層崩壊は，2011 年の紀伊山地の事例

などから，1000mm 以上の雨が降った

場合，危険性が高くなるとの指摘があり

ます．また，地震の場合，震度 5 強以

上となると土砂災害の危険性が高くな

ると考えられています．

質問②： 横川川には，プレート境界があります

か？　また，地震が発生する可能性があ

図 6　横川川の深層崩壊に観測機器を設置した際の新聞記事（たつの新聞，2022 年 12月 13日一面）．
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質問④： 美濃帯では深層崩壊が発生しやすいとの

お話でしたが，表層崩壊が発生すること

もありますか？

解答： 2006 年に中村地区で崩壊土砂に巻き込

まれて死者 1 名の犠牲がでた崩壊は，美

濃帯分布域で発生した表層崩壊が原因

でした．そのため，美濃帯でも表層崩壊

が発生する恐れがあります．

質問⑤： 土砂災害を考える場合，素因，誘因，住

民の 3 つが大事になると考えています．

今回の講演では，辰野町の土砂災害特

性，地質的素因，住民参加型の防災マッ

プなどについては良く分かりましたが，

雨，地震などの誘因の話がなかったた

め，この辺りを，もう少し聞きたかった

と感じました．

解答： 今回は，時間が限られているため，辰野

町の土砂災害特性，地質的素因，住民参

加型の防災マップなどについてお話し

ました．雨，地震などの誘因の話も，も

ちろん大事になりますので，またの機会

があればお話ししたいと思います．

4. 防災勉強会後の取組

防災勉強会終了後には，防災勉強会の感想，辰

野町での土砂災害に関する防災の取組についての

効果を確認するためのアンケートをお願いした．

アンケートに答えて頂いた方には，非常用食料（図

7）を配布したことも功を奏したのかアンケート

の回収率は 100％であった．アンケート結果は，

別途，まとめて報告予定である．

防災勉強会の動画は，辰野町の行政チャンネ

ルである「ほたるチャンネル」で 5 月 20 日（土），

21 日（日），22 日（月）の 3 日間にわたり，朝 7

時から深夜 0 時まで繰り返し放送された．今のと

ころ（2023 年 9 月 3 日時点），辰野町役場に，防

災勉強会の動画を視聴した方の問合せはないが，

防災勉強会以外の参加者も視聴いただいたと想定

されるため，少しは土砂災害の啓発活動に貢献で

きたのではと考えている．また，防災勉強会の実

施状況は，たつの新聞に取り上げていただき（図

8），取組の広報を行っていただいた．また，防災

図 7　防災勉強会後に配布した非常食量（アン

ケートに答えていただいた方に配布した）．

図 8　防災勉強会の実施報告が掲載された新聞記事

（たつの新聞，2023 年 3月 19日一面）．
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災マップ」，「 3 章　横川川の深層崩壊危険斜面」，

「 4 章　土砂災害から身を守る方法」の 4 つの内

容を講演した．59 名と想定以上の参加者となり，

勉強会後の質疑も活発と，住民の方の関心の高さ

を感じた．

現在，防災勉強会議に取得したアンケート結

果を用いて，辰野町での土砂災害に関する防災の

取組についての効果を検証しており，これについ

ては別途，報告予定である．
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